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SNAPROPの機能構成

本資料では、SNAPROPが提供する以下の機能の特徴について説明します。
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データベース関連部品
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Visual Studio アドイン
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Visual Studio の SNAPROPアドイン

SNAPROP プロジェクトを新規作成 SNAPROP 業務画面の新規作成

Ｖｉｓｕａｌ Studioの中にSNAPROPアドインツールが組み込まれるので、
作業を止めずにプログラミングを進めることができます。

② Visual Studioの右ク
リックメニューに
SNAPROP用の項目が追
加されます。① Visual Studio の新規プロジェクト作成から、

SNAPROPプロジェクトを作成できるので、SNAPRO
を用いたWindows Mobile開発にすぐに取り掛かれ
ます。

③ SNAPROP業務画面
を準備完了！
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業務画面クラス
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SNAPROP業務画面クラス

SNAPROPの業務画面クラスは、見た目は標準と同じフォーム画面ですが、
Windows Mobile開発に必要な処理が埋め込まれています。

埋め込まれている機能

画面下部にメッセージを表示する機能。

画面の表示領域が変更になったらスクロー
ルバーを表示する機能

ショートカットキーによるクリックアクションを
実現するための機能

画面に並べたコントロール間をハードキーで
移動する機能

画面に並べたコントロールとデータ格納用
クラスをマッピングする機能。（各種マップ
ファイルとの連携機能）
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SNAPROP業務メニュークラス （１／２）

Visual StudioのSNAPROPアドインツールからメニュー用画面テンプレートを作成で
きます。デザインの設定や、メニュー項目を登録するだけで、メニュー機能が出来上
がります。

メニュー用画面テンプレートを
Visual Studioの右クリックメ
ニューから一発作成

メニュー画面の各箇所の
色などを設定

出来ること

複数階層のメニューを簡単に実装できます。

色パターンによる一括デザイン設定と部位ご
との個別デザイン設定が可能です。

ヘッダー部にタイトルを表示させたり、フッ
ター部にボタンを並べたりが柔軟に行えます。
不要な場合は、非表示に設定してメニュー領
域を広げることが可能です。

メニュー項目の登録とクリック時のイベント処
理を実装できます。

各メニュー（行）に対しては、ショートカットキー
割り当てることが可能です。
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SNAPROP業務メニュークラス （２／２）

色パターンを利用してデザイン設定した例 個別デザイン設定例

メニューリストの高さや、フォン
トサイズ、ショートカットキー部
の表示・非表示などを個別設
定できます。

複数階層メニュー例
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ＵＩコントロール部品 （９機能）
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ＵＩコントロール部品概要

ＳＮＡＰＲＯＰでは、９つのＵＩコントロール部品を用意しています。

ＵＩコントロール部品を利用するメリット

指で操作しやすいサイズになっています。

デザインに頭を悩ませる必要がない。
標準のデザインで綺麗な分かり易い画面を
作れます。

マップファイルと組み合わせて、
項目チェック処理をすぐ実装できます。

フォーカスがあたったときに色を変えたり、
ボタンにショートカットキーを設定できたりと、
細かいところまで手が届いています。

SNAPROP ツーバー
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① CustTextBox コントロール （１／３）

出来ること

単一行、複数行のテキストを入力できます。

パスワード文字のマスクが行えます。

入力できるテキストの文字数を制限できます。

入力可能・読み取り専用を切り替えることが出来ます。

フォーカスが当たった際の背景色を設定できます。

フォーカスが当たった時の入力文字モードを設定可能です。

→ フォーカスが当たったら数値入力モードにする、など

マップファイルと連携することで、

「必須チェック」、「文字列長チェック」、

「文字データ種別チェック」、などを実現できます。

フォーカスが当たったときと、外れたときの表示フォーマット
を切り替えることができます。
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① CustTextBox コントロール （２／３）

必須入力チェック単一行・複数行入力

文字列長チェック

文字種別チェック

フォーカス時の色指定可能

▼チェックできる文字種別
半角文字
全角文字
全角ひらがな
全角カタカナ
半角カタカナ
半角英数字
全角英数字

製品付属のサンプルプログラム
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① CustTextBox コントロール （３／３）

数値データチェック

▼チェックできる項目
整数値チェック
実数値チェック
桁数チェック
最小値・最大値チェック
全角カタカナ
半角カタカナ
半角英数字
全角英数字

入力フォーマットと表示フォーマットを制御

フォーカスが当たったときは、
入力しやすいフォーマット

フォーカスが外れたときは、
分かり易いフォーマット

製品付属のサンプルプログラム
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② CustButton コントロール （１／２）

出来ること

以下の状態に応じた画像を用意して、ボタンの外観を変
更できます。

① フォーカスが当たっている状態
② フォーカスが外れている状態
③ ボタンがクリックされた状態
④ ボタンが無効である状態

ボタンのクリックをショートカットキーで実行することができ
ます。ショートカットキーに設定できるのは、
１～９、F1、F2、OKボタン

擬似透過設定が行えます。
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② CustButton コントロール （２／２）

製品付属のサンプルプログラム

標準イメージ

画像を用意してデザイ
ンを変更できる

ショートカットキーで
ボタンをクリックできる

擬似透過が可能

※画像の１行目を背景色と同一色
に設定することで擬似透過する
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③ CustCheckBox コントロール （１／２）

出来ること

チェックボックスをクリックすると、その状態を「オン」から
「オフ」に、または「オフ」から「オン」に変更出来ます。

表示方法を、２種類から選ぶことが出来ます。

① イメージ ＋ ラベル
② ボタンによるトグル表示

フォーカスが当たった際の枠線色を設定出来ます。

色パターンによって色味を変更できます。

個別画像を用意して、概観を変更できます。
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③ CustCheckBox コントロール （２／２）

製品付属のサンプルプログラム

表示方法

通常表示

トグル表示

色設定

予め用意された色パターン
で色味を変更可能

フォーカスが当たった際の
枠線の色を指定可能
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④ CustRadioButton コントロール （１／２）

出来ること

グループ内のチェックボタンを選択すると、他のチェックボ
タンは自動的にオフになります。

表示方法を、２種類から選ぶことが出来ます。

① イメージ ＋ ラベル
② ボタンによるトグル表示

フォーカスが当たった際の枠線色を設定出来ます。

色パターンによって色味を変更できます。

個別画像を用意して、概観を変更できます。
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④ CustRadioButton コントロール （２／２）

製品付属のサンプルプログラム

表示方法

通常表示

トグル表示

色設定

予め用意された色パターン
で色味を変更可能

フォーカスが当たった際の
枠線の色を指定可能
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⑤ CustSelectControl （１／２）

出来ること

選択項目が別画面に表示されるので、使いやすいコント
ロールを実現できます。

ジェスチャー操作で選択項目をスクロールできます。

複数項目選択が可能です。

色パターンを利用して、デザインを簡単に設定出来ます。

マップファイルと連携して「必須チェック」を実装できます。
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⑤ CustSelectControl （２／２）

製品付属のサンプルプログラム

色パターン設定単一選択

複数選択

必須項目チェック
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⑥ CustDateControl （１／２）

出来ること

テキストによる日付入力と、タッチ操作による日付入力が
可能です。

フォーカスが外れた際の表示を「YYYY/MM/DD」や「YYYY
年MM月DD日」といった書式に出来ます。

「年月日」入力、「年月」入力をサポートします。

入力できる年の範囲を指定出来ます。

初期表示日付を指定出来ます。

色パターンを利用して、デザインを簡単に変更出来ます。

マップファイルと連携して「必須チェック」、
「入力範囲チェック」を実装出来ます。
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製品付属のサンプルプログラム

⑥ CustDateControl （２／２）

色パターン設定

‘生年月日’

年月入力

年月日入力

入力フォーマットと表示フォーマットを制御

フォーカスが当たったとき フォーカスが外れたとき

必須項目チェック
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⑦ CustTimeControl （１／２）

出来ること

テキストによる時刻入力と、タッチ操作による時刻入力が
可能です。

フォーカスが外れた際の表示を「HH:mm」や
「HH時mm分」といった書式に出来ます。

初期表示日付を指定出来ます。

色パターンを利用して、デザインを簡単に変更出来ます。

マップファイルと連携して「必須チェック」、
「入力範囲チェック」を実装出来ます。
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製品付属のサンプルプログラム

⑦ CustTimeControl （２／２）

必須項目チェック

色パターン設定

‘到着時間’

時刻入力

入力フォーマットと表示フォーマットを制御

フォーカスが当たったとき フォーカスが外れたとき

入力範囲チェック

24



Copyright 2010-2012 FUJITSU LIMITED

⑧ CustLabel （１／２）

出来ること

境界線の描画と色指定が可能です。

表示するテキストの横位置と縦位置を指定可能です。

背景色にグラデーションを設定可能です。
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製品付属のサンプルプログラム

⑧ CustLabel （２／２）

背景色指定

枠線描画・色指定

グラデーション指定

・上から下へのグラデーション
・下から上へのグラデーション
・真ん中から外側への
グラデーション
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⑨ CustListView （１／２）

出来ること

１列の項目データを表示することができ、項目の左側には
特定の画像データを、右側にはチェック画像を表示出来ま
す。

項目の高さ調節や色パターンによる見た目の調節が可能
です。

OwnerDrawプロパティで、外観を独自描画することが出来
ます。
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製品付属のサンプルプログラム

標準デザイン
色パターン指定

高さ調整

⑨ CustListView （２／２）

・左に表示する画像は、
ImageListクラスを利用して
制御します。

・横に複数項目を並べること
は出来ないため、改行して
縦方向に項目を並べる形に
なります。

・色パターンを変更して、見
た目を切り替えることが出来
ます。

・項目左の画像と、チェック
画像は不要であれば非表示
にできます。
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デバイス制御部品 （４機能）
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デバイス制御部品概要

ＳＮＡＰＲＯＰでは、４つのデバイス制御部品を用意しています。

デバイス制御部品を利用するメリット

F-05Bを利用したバーコード読み取り機能を
簡単に実装可能です。

カメラ撮影機能やGPS機能を利用して、
付加価値のある業務サービスを実現出来ます。

SNAPROP ツーバー

F-05B端末の「バーコード読み取り」と「カメラ
撮影」は一つのスキャナデバイスで実現されて
います。そのため、本来、デバイス競合が発生
しないような考慮が必要ですが、SNAPROP部
品がその部分を吸収します。
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① BarCodeControl、②BarCodeComponent （１／２）

バーコードを読み取って、そのデータをテキストボックスに転記する機
能は、BarCodeControlを配置するだけで、基本処理が実装されます。
（バーコード読み取り＋テキストボックスのセットが、BarCodeControlと
なります）

バーコードをスキャンするためには、スキャナデバイスをバーコードモード
で事前にOpen処理する必要があります。BarCodeControlでは、テキ
ストボックスにフォーカス当たった際にOpen処理を自動で実行するこ
とが出来ます。

BarCodeControl で読み取るバーコードのフォーマットをON/OFFでき
るので、読み取ることのない不要なバーコードフォーマットはOFFに出
来ます。

スキャン時イベントを用意しているため、データの妥当性チェック処理
などを追加出来ます。

スキャンエラー時イベントを用意しているので、エラーのハンドリングが
簡単です。

速度が重要視される場合は、BarCodeComponentを利用して、スキャ
ナデバイスのOpen／Close処理を任意タイミングで実効出来ます（ア
プリ起動時に、１度だけOpen処理するなど）。また、
BarCodeComponentを利用すれば、読み込んだデータを別コンポーネ
ントに貼り付けたりといった、柔軟な実装が可能です。

出来ること

BarCodeControl
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製品付属のサンプルプログラム

① BarCodeControl、②BarCodeComponent （２／２）

BarCodeControlにフォー
カスが当たれば、自動で
Open状態となり、読み
とったデータはテキスト
ボックスに張り付きます

NW7、Code39といったF-
05Bが対応している１４の
バーコードフォーマットにつ
いて、それぞれON/OFF設
定が行えます。

BarCodeComponentを利
用して、ListViewコントロー
ルに読み取りデータをため
て行くといったような柔軟な
実装が可能になります。

バーコードの単純読み取り 対象フォーマット指定 BarCodeComponentの利用
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③ CameraControl （１／２）

CameraControlを画面に貼り付けて必要な設定を行い、撮影の
タイミングを実装することで、カメラを使った写真撮影処理を実現
出来ます。

CameraControlのプロパティで以下の設定を行えます。

・プレビューを行うかどうか
・モノクロデータで保存するかどうか
・ズーム状態の変更
・カメラ解像度の変更

カメラ撮影完了時イベントを用意しているので、そのタイミングで
撮影画像データをファイル保存したり、画面表示させたりといった
ことが可能になります。

撮影エラー時イベントを用意しているので、エラーのハンドリング
が簡単です。

カメラ撮影するためには、スキャナデバイスをカメラモードで事前
にOpen処理する必要があります。CameraControlでは、フォーカ
スがコントロールに当たった際にOpen処理を自動で実行すること
が出来ます。

出来ること

CameraControl
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製品付属のサンプルプログラム

③ CameraControl （２／２）

モノトーン画像で保存

カメラ解像度の設定

ズーム値変更

カメラ撮影時のプレ
ビュー表示をプロパ
ティでON/OFFするこ
とが出来ます。

カメラ解像度の変更
を簡単に行えます。

ズーム設定値も
SNAPROPで変更可
能です。

撮影した後の画像を
モノトーンで保存して、
ファイルサイズを小さ
く出来ます。

プレビュー部撮影画像表示部

プレビュー表示ON/OFF設定
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④ GpsComponent （１／２）

現在位置の緯度、経度の情報が取得可能です。

周期的に現時位置の緯度、経度の情報が取得可能です。
また、前回取得した位置からの移動距離（メートル）を取
得出来ます。

世界測地系、日本測地系の２種類の情報を使用する事
が出来ます。

世界測地系から日本測地系への変換が可能です。

世界測地系の２点を指定し、距離を計算出来ます。

捕捉している衛星の数を知ることが出来ます。

※F-05B端末は、GPSに対応しておりますが、基地局情
報を利用した測位には対応しておりません。

出来ること

GpsComponent
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製品付属のサンプルプログラム

④ GpsComponent （２／２）

位置情報の取得 （周期処理）

２点間の距離算出

世界測地系から日本測地系への変換

ボタンを押したタ
イミングなどで位
置情報を取得し
ます。

位置情報取得間
隔を設定して周
期処理をスタート
させれば、一定タ
イミングで位置情
報を取得できま
す。また、前回取
得からの移動距
離を取得出来ま
す。

２点の緯度経度
を指定して、その
距離を算出できま
す。

位置情報の取得 （任意タイミング）

36



Copyright 2010-2012 FUJITSU LIMITED

通信制御クラス （４クラス）
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① Connection Managerクラス （１／２）

Connection Manager 機能を利用することで、Windows Mobileのネットワーク接続
を一元的に管理出来ます。

無線LANや３Ｇ接続などの接続を一元的に管理出来ます。

全てのネットワーク（Wi-Fi、mopera U）を切断する処理が可能です。

接続するネットワークを明に指定したり、優先順位をつけて接続を行ったりが可
能です。

Wi-FiのON/OFFを切り替えることが出来ます。

RASエントリの一覧を取得することが出来ます。

出来ること
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① Connection Managerクラス （２／２）

mopera U でネットワーク接続するサンプル

優先順位をつけてネットワーク接続するサンプル

Wi-Fiで接続完了Wi-Fi → mopera U
の順で接続を試みる例

mopera Uで接続完了
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② TerminalCommunicationクラス （１／２）

出来ること
送信

受信

端末上のファイルを一括でサーバに送信できます。

（HTTPのマルチパートフォーマットで送信）

サーバ上のファイルを一括で受信できます。

（HTTPのマルチパートフォーマットで受信）

端末のクラスデータをJSON形式に変換して送信するこ
とが可能です。また、サーバ側からJSON形式のデータを
レスポンスとして受け取るとり、端末側のクラスデータに
格納することが可能です。

データ送信時に端末を一意に認識する為のサブスクライ
バID、端末識別番号、電話番号をフォームデータとして
送信することができます（出力しない事も可能）。

HTTP/HTTPS

HTTP/HTTPS
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② TerminalCommunicationクラス （２／２）

JSON形式でのデータ送受信イメージ

受信

フォーム
データクラス

①画面の入力データを
フォームデータクラスに転記

例） ID=‘99999’
PASS=‘ABCDE’

９９９９９

*****

②クラスデータをJSON文字
列にして、サーバに送信。

送信

JSONデータ例）
{“ID":”99999”,“PASS":“AB
CDE"}

JSONデータ例）
{“USER_NAME”:”富士通太
郎”,“BUSHO”:“○○部"}

④JSONデータを受信

フォーム
データクラス

⑤JSONデータを
フォームデータクラスに転記し、
画面表示に利用する。

例） USER_NAME=‘富士通太郎’
BUSHO=‘○○部’

③サーバ処理を
実行

認証に成功しました。

ログインユーザ：
○○部）富士通太郎

認証成功

HTTP/HTTPS

HTTP/HTTPS
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③ 周期通信クラス

SNAPROPがもつ周期通信機能を用いることで、業務作業で端末側に溜めておい
たデータを１時間に１回などの定期的なタイミングで、サーバへ一括送信すること
が出来ます。

同期マップ（ＸＭＬ）に定義するだけで、端末側で更新された情報をサーバ側に送
信可能です。

集荷テーブル、集荷明細テーブルというような関連するテーブルをサーバ側に送信
し、２テーブルを同時にコミットする事が可能です。

テーブルにファイル（イメージ等）の格納場所が保存されていた場合、そのフィールド
名を同期マップに定義する事でファイルをサーバ側に送信する事が可能です。

※サーバ側のデータ受けプログラムは、個別に開発する必要があります。

出来ること
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④ メール送信クラス

MailComponent クラスを利用して、メールの送受信機能を実装することが出来ます。

POP3でメールを受信することが可能です。

SMTPでのメールの送信が可能です。

（ただし、添付ファイルの送信は行えません）

SMTP-AUTH認証でのメール送信に対応して
います。

出来ること製品付属のサンプルプログラム

メール送信サンプル

メール受信サンプル
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データベース関連部品 （３機能）
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① SQLマッピング機能 （１／２）

SQLマップファイル(XML形式)に定義したSQLを使用して、 SQL Server Compact 3.5へのア
クセスを行う機能を提供します。データベースへのコネクションの管理や、トランザクション管理
を行うことができます。SQL実行時のパラメータにnullを指定した場合、WHERE句のパラメータ
部分が“1=1”のように置換する機能があり、AND検索などで一部の条件を除外したい場合に
使用出来ます。

SELECT CORP_CD, CORP_NM
FROM CORP
WHERE CORP_CD = @CORP_CD

AND CORP_NM = @CORP_NM

SQLマップでの定義例 （XML）
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① SQLマッピング機能 （２／２）

データのマッピングにより、DB検索結果・DBパラメータとフォームデータとの間で相互に値の転送
が可能です。

class SearchFormData :
Com.Fujitsu.FJCS.SNAPROP.Forms.BaseFormData
{
/// <summary>
/// フォームデータクラス。
/// </summary>
class SearchFormData :
Com.Fujitsu.FJCS.SNAPROP.Forms.BaseFormData
{

/// <summary>
/// CorpCodeプロパティ。
/// </summary>
public string CorpCode
{

get { return _corpCode; }
set { _corpCode = value; }

}

/// CorpCodeフィールド。
private string _corpCode;

/// <summary>
/// CorpNMプロパティ。
/// </summary>
public string CorpNM
{

get { return _corpNM; }
set { _corpNM = value; }

}

/// CorpNMフィールド。
private string _corpNM;

}

SELECT CORP_CD, CORP_NM
FROM CORP
WHERE CORP_CD = @CORP_CD

AND CORP_NM = @CORP_NM

SQLマップでの定義例 （XML）

①検索実行

②会社コードをデー
タクラスに転記

③SQL文置換

④SQL文実行

SELCT
CORP_CD,CORP_NM
FROM CORP
WHERE CORP_CD=‘0001’
AND 1=1;

SQL Server
Compact

⑤検索結果をデータ
クラスに転記

検索結果：’富士通’

⑥結果表示

フォームデータクラス （自動生成可能）
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② マスタデータ取り込み機能

CSVファイルの内容で、端末側のDB内のテーブルデータを全件差し替えすることが可能です。
また、追加でデータを入れ込むことも可能です。

マスタデータ入替 （処理前） マスタデータ入替 （処理後）

SQL Server
Compact

①入替え実行

③ データ入替え完了

CSV
ファイル

② CSV読み込み
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Utilクラス （２クラス）
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① 端末情報取得機能 （TerminalInfoクラス）

端末のメーカー名

端末のモデル名

端末のリビジョンを取得

端末識別番号(IMEI) （返される値は端末固有となります）

サブスクライバID(IMSI) （返される値はユーザ毎に一意な識別番号となります）

端末のOEM情報

OSのバージョン

CompactFrameworkのバージョン

端末の電話番号

端末のデバイスID

画面の全体のサイズ

画面の作業領域 （タスクバーの領域を含まない領域）

取得できる端末情報

SNAPROPが用意する端末情報取得機能を用いて、端末の電話番号、デバイスID、
OSバージョンなどの様々な情報を簡単に取得することが出来ます。
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② Log出力機能

出力ファイル名、ログ出力レベルを指定しログの出力が可能です。

Logファイルの世代管理の設定が可能です。

出来ること

アプリケーション開発に必ず必要となるログの出力に関しても、ＳＮＡＰＲＯＰの部品
を利用出来ます。

ロガーの登録

ログファイルの出力
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個別アプリケーション （３機能）
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① ランチャー機能 （１／２）

SNAPROPが提供するランチャー機能を利用することで、必要な機能をすぐに呼び出すこと
ができます。また、許可されていないアプリケーションはランチャーの背面に隠される作りに
なっていますので、業務で不要なアプリケーションは利用を制限することが出来ます。

Windows Mobile のスタートメ
ニュー
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ランチャーに表示させる項目は、XMLファイルで定義出
来ます。

個別に画像を用意すれば、ランチャーのデザインを変更
することが出来ます。

画面下部のボタンでページの切り替えが可能です。

ランチャーはユーザによって終了させることは出来ません。

※開発中などでランチャーを終了させる必要が
ある場合は、終了機能を設定することも出来ます。

ランチャーから起動したアプリケーションを除き、
常にランチャーの画面は前面に表示されます。

① ランチャー機能 （２／２）

出来ること▼ 設定ファイルイメージ
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② 電話発信制限機能

SNAPROPでは、指定した電話番号以外への発信を制限する個別アプリケーションを提供し
ます。発信を許可する電話番号については、ＣＳＶファイルを用いて用意にメンテナンスが
可能です。

特徴

発信許可番号リスト（CSV）
ファイルが存在する場合、発
信許可番号テーブルの入換え
を行います。

発信した電話番号が発信許
可番号テーブルに存在しな
かった場合、強制的に電話を
切断します。
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③ アプリケーション機能制限機能

不要なアプリケーションを起動できないようにする、「アプリ起動制限機能」を提供し
ています。（ランチャー機能の場合は、禁止アプリケーションは背面に隠すだけです
が、アプリケーション制限機能は禁止アプリケーションを停止します）

許可されていないアプリケーションが実行された場合、
強制的に終了させることができます。

ユーザは、アプリ起動制限機能をタスクマネージャーから
終了をすることは出来ません。

アプリ起動制限機能をインストーラーでスタートアップに
インストールすることで、端末が起動されている間中、
アプリ起動制限を有効にすることができます。

許可／禁止設定は、XML形式の設定ファイルで簡単に
設定が行えます。

出来ること▼ 設定ファイルイメージ
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開発スピードを上げるためのツール
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① 自動生成機能

SNAPROPでは、画面項目の入力チェックを行うためのマップファイルや、入力デー
タを格納するためのフォームクラスを自動生成することができます。

①Visual Studioで画面
の項目を作成します。 ②右クリックして、フォーム

マップを作成します

③ファイル名などを指定して
自動生成を実行します。

ドメインマップ（XMLファイル）フォームマップ （XMLファイル）

入力チェック制御

文字列書式制御

画面モード制御

必須入力項目制御

ＤＦ

フォーム
データクラス

④自動生成完了！
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② マップファイル編集ツール （１／２）

マップファイルを編集するためのＳＮＡＰＲＯＰDeveloperを使えば、必須入力チェッ
クや文字種チェック、表示フォーマット設定、入力モード設定を簡単に登録できます。
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② マップファイル編集ツール （２／２）

SNAPROPDeveloper を用いて必須入力チェックを実装する手順

①Visual Studioから
SNAPROPDeveloperを
起動します。

② SNAPROPDeveloperでフォー
ムマップファイルを編集します。

③ 必須チェックを行うようにタイミングをコーディングします。
（ボタンを押したタイミングなど）

④ デバックします。
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機能理解に役立つレッスン用
サンプルプログラムの提供
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ＳＮＡＰＲＯＰの機能を段階的に習得するため、レッスン用のサンプルプログラムを
提供します。実装手順についてチュートリアルで細かく説明しています。

ＳＴＥＰ１．ログイン画面を作成する

ＳＴＥＰ３．社員検索処理を作る（データベース処理の実装）

ＳＴＥＰ６．アプリ配布用インストーラ作成（CABファイルの作成）

ＳＴＥＰ４．商品登録処理を作る（ＤＢトランザクション処理の実装）

ＳＴＥＰ５．入力モード設定と実機でのデバック

ＳＮＡＰＲＯＰの基礎知識習得

レッスン用サンプルプログラム （１／３）

ＳＴＥＰ２．メニュー画面を作成する

ＳＴＥＰ７．実機での動作確認
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レッスン用サンプルプログラム （２／３）

ログイン画面 メニュー画面 社員検索画面

商品一覧画面 商品登録画面 商品編集画面
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レッスン用サンプルプログラム （３／３）

レッスン用プログラムで習得できること

新規にSNAPROPプロジェクトを作成
する手順を習得します。

SNAPROPのＵＩコントロール部品を画
面に配置し、イベント処理を実装す
る手順を習得します。

マップファイルを使って画面項目に
必須入力チェックや文字種チェック
を実装する手順を習得します。

画面遷移の方法を習得します。

画面間でパラメータを受け渡す方法
を習得します。

作成したアプリケーションをエミュレー
タでデバッグする手順を習得します。

業務メニュー画面を作成する手順を
習得します。

データベース処理を実装する手順を
習得します（検索、登録、更新）。

マップファイルを使ったメッセージ管
理方法を習得します。

「画面モード機能」を利用してコント
ロールの状態制御を行う手順を習得
します。

マップファイルを使ってデータ入力時
に「初期文字入力モード」を設定する
方法を習得します。

CABファイル（インストーラ）を作成し
て、実機にへ転送し、インストールす
る手順を習得します。
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製品価格／お問合せ
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製品価格

No. 商品名
ベンダ手配

コード
提供形式

提供
媒体

販売
区分

標準価格
（円）

特記事項

開発キット

1-1 SNAPROP 開発キット媒体 SNAP-DEVCD 媒体のみ CDROM 一括 10,000

1-2 SNAPROP 開発キット 1ライセンス SNAP-DEV-1 ライセンス 証書 一括 250,000

実行ライセンス

2-1 SNAPROP 30 端末ライセンス SNAP-V1-30 ライセンス 証書 一括 250,000

2-2 SNAPROP 50 端末ライセンス SNAP-V1-50 ライセンス 証書 一括 410,000

2-3 SNAPROP 100 端末ライセンス SNAP-V1-100 ライセンス 証書 一括 790,000

2-4 SNAPROP 300 端末ライセンス SNAP-V1-300 ライセンス 証書 一括 2,300,000

2-5 SNAPROP 500 端末ライセンス SNAP-V1-500 ライセンス 証書 一括 3,800,000

サポートサービス

3-1 SNAPROP サポート3ヶ月 10インシデント SNAP-SP-10 保守サポート 証書 一括 80,000 3ヶ月有効

3-2 SNAPROP サポート3ヶ月 20インシデント SNAP-SP-20 保守サポート 証書 一括 155,000 3ヶ月有効

3-3 SNAPROP サポート3ヶ月 50インシデント SNAP-SP-50 保守サポート 証書 一括 379,000 3ヶ月有効

Windows Mobile スマートフォン向け .NET アプリケーションフレームワーク

SNAPROPに関するお問合せ

電話でのお問合せ

受付時間 9時〜17時30分(土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く)

株式会社 富士通システムズ・ウエスト
ビジネスソリューション本部 第二ソリューション事業部第一
ソリューション部
〒144-0035 東京都大田区南蒲田2-16-2
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